
　　　　　　　平成 ２５ 年 ４ 月 １５ 日号（毎月１５日発行）

発　行　中山町　〒99０－０４9２ 山形県東村山郡中山町大字長崎１２０番地
編　集　総務企画課情報防災グループ
電　話　（０２３）66２－４８99（直通）　FAX（０２３）66２－５１７6
町公式ホームページ　http://www.town.nakayama.yamagata.jp
� （「広報なかやま」「お知らせ版」はホームページでもご覧になれます）

「広報なかやま」の文字書体は誰にでも読みやすいユニバーサル書体を使用しています

２０１３
平
成
２５
年4

№７０３

あなたの自慢したい作品を町ホームページ「あがらっしゃい
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（http://www.town.nakayama.yamagata.jp/kouryu.html）⇒「利用のきまり」をご覧ください。
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先生、お世話になりました
　 （中山中学校卒業式 ２０ページに関連記事）

　
今
回
は
『
大
正
琴
愛
好
会
』
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
大
正
琴
愛
好
会
は
昭
和
６１
年
か
ら
活
動
を
開
始
。
今
年
で
発
足
２８
年
に
な
り
ま

す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
稽
古
に
励
ん
で
お

り
、
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
る
発
表
会
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
美
し
い
演
奏
を
披

露
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
好
会
指
導
員
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
県
内
各
地

で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
ほ
か
、
様
々
な
大
会
で
演
奏
を
披
露
す
る
な
ど
実
績
を

重
ね
、
今
年
６
月
、
東
京
新
宿
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
予

定
で
す
。

　
「
楽
譜
に
は
数
字
と
使
う
指
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
楽
器
の
経
験
が
な
い

と
い
う
方
で
も
練
習
す
れ
ば
様
々
な
曲
が
弾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
」
と
代
表

の
黒
沼
さ
ん
。
皆
さ
ん
も
、
大
正
琴
愛
好
会
の
皆
さ
ん
と
演
奏
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

★
活
動
日　
土
曜
日
（
月
２
回
）

★
活
動
場
所　
ひ
ま
わ
り
温
泉
ゆ・ら・ら
会
議
室

扌大正琴は、全長約６０㎝、幅約１５㎝ほどで、女性やお子
さんでも１人で楽に持ち運ぶことができます。ソプラ
ノ、アルト、バス等種類も豊富で、仲間とアンサンブ
ル演奏を楽しむこともできます。

年１回行われる県民会館での演奏の様子

★
活
動
内
容

　
・
山
形
県
民
会
館
で
の
発
表
会

　
・
中
山
ひ
ま
わ
り
荘
慰
問

　
・
ゆ・ら・ら
風
呂
の
日
イ
ベ
ン
ト

出
演

　
・
町
女
性
ま
つ
り
で
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
等

★
会
員
数　
１５
名
（
県
全
体
で
は

５
０
０
名
）

★
代　
　
表　
黒
沼
広
子
（
桜
町
）

★
一
緒
に
活
動
し
て
み
た
い
方
は
代

表
の
黒
沼
さ
ん
（
☎
６
６
２

−

３

８
６
９
）
ま
で
。

イベントに招待され、演奏を披露することも

※
紹
介
し
た
い
趣
味
を
お
持
ち
の
方

は
、
総
務
企
画
課
情
報
防
災
グ

ル
ー
プ（
☎
６
６
２

−

４
８
９
９
）

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■配布物
　平成２５年度中山町健（検）診日程表
　農業委員会広報誌「みのり」 今号より、毎月１５日号は「広報

なかやま」と「お知らせ版」を
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歳　入

町税
９億9,697万9,000円

21%

地方交付税
１6億9,900万円

３4%

繰入金・繰越金
2億4,167万8,000円
5%

町税
９億9,697万9,000円

21%

分担金・負担金
4,775万5,000円
１%

使用料・手数料・
財産収入・寄附金・諸収入
８億7,267万6,000円
18%

地方交付税
１6億9,900万円

３4%

国庫支出金
２億3,739万5,000円
５%

繰入金・繰越金
2億4,167万8,000円
5%

町債
3億6,850万円
8%

地方譲与税・
各種交付金
１億3,997万5,000円
3%

地方譲与税・
各種交付金
１億3,997万5,000円
3%

４8億3，8００万円

県支出金
２億3,404万2,000円
5%

歳　出

総務費
5億8,604万
3,000円
12%

民生費
１２億４,453万
5,000円
25%

衛生費
２億8,594万
4,000円
６%

土木費
１1億4,493万6,000円

２4%

消防費
２億2,070万
8,000円
５%

教育費
5億4,793万
9,000円
１１%

総務費
5億8,604万
3,000円
12%

民生費
１２億４,453万
5,000円
25%

衛生費
２億8,594万
4,000円
６%

農林水産業費
１億3,318万円
３%

土木費
１1億4,493万6,000円

２4%

消防費
２億2,070万
8,000円
５%

教育費
5億4,793万
9,000円
１１%

公債費
４億３，342万8,000円
９%

その他
２億4,128万7,000円
５%

４8億3，8００万円

「ふれあいと絆 緑豊かな 輝くふるさと
� なかやま」の実現を目指して

平成25年度
　当初予算の概要

　３月に開催された町議会定例会において、平成２５年度の当初予算が可決されました（３月定例会の
詳細はＰ８～１３をご覧ください）。
　一般会計の総額は、４８億３，８００万円。中山中学校の改築や、それに伴う学校給食共同調理場整備事
業などの大規模事業のため、昨年度の当初予算と比べると、１億４，４００万円、３．１％の増額編成となり
ました。
　この当初予算に基づき、総合計画に掲げる町の将来像「ふれあいと絆 緑豊かな 輝くふるさと な
かやま」の実現が図られるよう、計画的かつ効率的な事業実施に努めます。

●特別会計の予算
歳入歳出予算額 前年度歳入歳出予算額 前年比

国 民 健 康 保 険 １２億6，５6５万円 １２億８，７５０万円 -１．７%
後 期 高 齢 者 医 療 １億１，２８１万円 １億１，５４４万円 ２．３%
介 護 保 険 １１億6０9万円 １０億１，８6４万円 ８．6%
農 業 集 落 排 水 ７，9５０万円 ７，８５８万円 １．２%
公 共 下 水 道 事 業 ４億6，１１３万円 ４億４，８6８万円 ２．８%

●一般会計

　２ページで今年度の予算についてご紹介しました。一般的に聞きなれない用語や数字が並んでいて、
「予備知識もないのに、突然こんなグラフを見せられてもよく分からない…」と思われた方もいらっ
しゃると思います。
　そこで、町の財政状況や町が行う様々な取り組みについて理解していただき、町の予算を少しでも
身近に感じていただけるように、予算と主な用語についてご説明いたします。

予算の基礎知識

Ｑ そもそも、予算とは？

　　　予算とは、１年度間（４月から翌年の３月まで）の収入（入ってくるお金）と支出
（使うお金）を前もって見積もったものです（予算書では、収入のことを「歳入」、

支出のことを「歳出」と表現します）。
　中山町では、新しい年度が始まる前に、１年でどのぐらいの収入があるのか、１年間でどのような
行政サービスを行うかを計画し、そのために必要なお金を見積もります。

Ｑ 一般会計とは？

　　　福祉、子育て、道路や公園の整備など、皆さんの暮らしや町づくりに必要な基本的な行政サー
ビスを行う会計です。

Ｑ 特別会計とは？

　　　保険料など、特定の収入によって事業を行い、その収支を明確にするために一般会計と別にあ
る会計です。中山町には、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、農業集落排水、公共下

水道事業の５つの特別会計があります。

Ｑ 予算は誰がどのように決めるの？

　　　町長が予算案を作ります。そして町議会の審議と議決によって成立します。
　中山町のそれぞれの担当課は、町民の皆さんの意見や要望を聞き、１年間でどのような行政

サービスを行うかを検討します。町長は、各課から出された案を自分の考えに沿ってまとめ、町議会
に提案します。
　町民を代表する町議会議員は、提案された予算案を審議し、町議会の議決により予算を決めます。

Ｑ 予算の変更はできるの？

　　　変更は可能です。これを補正予算といいます。
　町議会で決定した予算を使っていく上で、予算を見積もる段階では予測できなかったことが

起こるときがあります。例えば、大雨などの自然災害により、急にお金を使わなければならないとき
などは予算を変える必要があります。
　変更するときも、町長が予算案をつくり、最初の予算案と同じように町議会へ提案します。この予
算のことを補正予算といいます。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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歳　入

町税
９億9,697万9,000円

21%

地方交付税
１6億9,900万円

３4%

繰入金・繰越金
2億4,167万8,000円
5%

町税
９億9,697万9,000円

21%

分担金・負担金
4,775万5,000円
１%使用料・手数料・

財産収入・寄附金・諸収入
８億7,267万6,000円
18%

地方交付税
１6億9,900万円

３4%

国庫支出金
２億3,739万5,000円
５%

繰入金・繰越金
2億4,167万8,000円
5%

町債
3億6,850万円
8%

地方譲与税・
各種交付金
１億3,997万5,000円
3%

地方譲与税・
各種交付金
１億3,997万5,000円
3%

４8億3，8００万円

県支出金
２億3,404万2,000円
5%

性質別
歳出

４8億3,800万円

その他
８億2,093万2,000円

17%

扶助費
4億5,056万5,000円

9%

公債費
4億3,342万8,000円

9%

物件費
6億1,072万6,000円

13%

人件費
7億8,539万7,000円

16%

繰出金
6億7,161万7,000円

14%

その他
８億2,093万2,000円

17%

扶助費
4億5,056万5,000円

9%

公債費
4億3,342万8,000円

9%

物件費
6億1,072万6,000円

13%

人件費
7億8,539万7,000円

16%

積立金
1億7,514万8,000円
4%

繰出金
6億7,161万7,000円

14%

普通建設事業費
3億737万6,000円
６% 補助費

4億9,792万6,000円
10%

維持補修費
８,488万5,000円
2%

歳入（収入）歳出（支出）

中山町の家計簿（支出） 中山町の家計簿（収入）

【
歳
入
編
】

■
町
税

　
中
山
町
に
住
む
人
々
や
、
町
内
に
事
業

所
を
持
つ
企
業
か
ら
納
め
て
も
ら
う
お
金

で
す
。
中
山
町
の
歳
入
の
２
割
を
占
め

る
、
と
て
も
大
切
な
財
源
で
す
。
ま
た
、

お
金
の
使
い
み
ち
は
町
が
自
由
に
決
め
る

こ
と
が
で
き
、
日
常
生
活
に
結
び
つ
い
た

公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
地
方
交
付
税

　
市
町
村
に
は
、
税
の
収
入
が
多
い
と
こ

ろ
と
少
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
税
の

収
入
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
に

住
む
住
民
が
十
分
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
の
で
は
困
り
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
国
が
集
め
た
税
金
を

市
町
村
の
規
模
に
応
じ
て
交
付
し
、
税
の

収
入
の
格
差
を
な
く
し
、
日
本
全
国
ど
こ

で
も
平
等
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
お
金
で
す
。
お
金

の
使
い
み
ち
は
町
が
自
由
に
決
め
る
こ
と

が
で
き
、
日
常
生
活
に
結
び
つ
い
た
公
共

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　
町
が
行
う
事
業
に
対
し
て
国
や
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
、
使
い
み
ち
が
決
め
ら
れ
て

い
る
お
金
で
す
。

■
町
債

　
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
、
町
が
銀
行

な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
、
い
わ
ゆ
る

借
金
で
す
。

■
繰
入
金

　
積
み
立
て
て
い
た
基
金
な
ど
を
取
り
崩

し
て
使
う
お
金
で
す
。

■
繰
越
金

　
前
年
度
余
っ
た
お
金
で
す
。

【
歳
出
編
】

■
人
件
費

　
町
職
員
、
町
長
、
副
町
長
、
町
議
会
議

員
や
各
委
員
な
ど
の
給
料
や
報
酬
で
す
。

■
扶
助
費

　
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
や
、
高
齢
者
、

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
の
生
活
を
守
る
た

め
の
お
金
で
す
。

■
公
債
費

　
借
り
た
お
金
（
町
債
）
を
返
す
た
め
の

お
金
で
す
。

■
物
件
費

　
電
話
、
郵
送
な
ど
の
通
信
運
搬
費
や
、

消
耗
品
な
ど
を
買
う
お
金
で
す
。

■
維
持
補
修
費

　
町
の
施
設
や
車
の
維
持
・
管
理
に
使
う

お
金
で
す
。

■
補
助
費

　
事
務
組
合
な
ど
に
対
す
る
負
担
金
で
す
。

■
普
通
建
設
事
業
費

　
学
校
や
公
園
、
道
路
な
ど
公
共
施
設
の

建
設
や
整
備
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

■
積
立
金

　
中
山
中
学
校
整
備
基
金
な
ど
、
各
種
基

金
へ
の
積
立
金
で
す
。

■
繰
出
金

　
特
別
会
計
の
収
入
を
補
う
た
め
の
お
金

で
す
。

主
な
用
語
を
説
明
し
ま
す

項　　目 割合 金額
お父さんのお給料（町税） ２１％ ２，１００，０００円
お母さんのお給料（地方交付税） ３４％ ３，４００，０００円
おじいちゃんの年金
（国庫支出金）  ５％ ５００，０００円

おばあちゃんの年金（県支出金）  ５％ ５００，０００円
借りるお金（町債）  ８％ ８００，０００円
不動産収入
（使用料・手数料・財産収入） １８％ １，８００，０００円

引き出した預金・前年度余った
お金（繰入金・繰越金）  ５％ ５００，０００円

その他
（地方譲与税・各種交付金等）  ４％ ４００，０００円

中山町の収入の特徴
　お父さんのお給料だけでは家計が厳し
いので、お母さんのお給料、おじいちゃ
ん・おばあちゃんの年金に頼っている状
況です。また、上記の収入で不足してし
まう分については預金の取り崩しや借金
を行っています。

Ｑ どうして借金（町債）をするの？

　　借金をする目的は、たくさんのお
金を必要とする事業の財源を集め

るという目的だけでなく、長期間にわ
たって利用される施設などの資金負担
を、将来の町民にも公平に負担しても
らうという目的もあります。

Ａ

豆知識

項　　目 割合 金額
食費（人件費） １６％ １，６００，０００円
医療費（扶助費）  ９％ ９００，０００円
ローンの返済（公債費）  ９％ ９００，０００円
光熱水費、電話代、消耗品費
（物件費） １３％ １，３００，０００円

家や車の維持・修理代
（維持補修費）  ２％ ２００，０００円

町内会費（補助費） １０％ １，０００，０００円
家の増改築費（普通建設事業費）  ６％ ６００，０００円
貯金（積立金）  ４％ ４００，０００円
子どもへの仕送り（繰出金） １４％ １，４００，０００円
その他（貸付金など） １７％ １，７００，０００円

中山町の支出の特徴
　毎年必ず支払わなければならない食
費、医療費、ローンなどが３５％を占めて
います。また、子どもへの仕送りもある
中で、古くなった家の修繕なども行わな
ければなりません。子どもには独立して
もらいたいものですが、子どもの収入だ
けでは生活が成り立ちません。
　来年以降も医療費などは増えていくも
のと思われますので、他のところで切り詰
める努力をしなければならないようです。

⎧
⎪
⎨
⎪
⎩

必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金

　歳出（支出）は、「性質別」と「目
的別」の２通りの方法で表すことがで
きます。
　目的別分類は、町の経費をその行政
目的によって分類します。一方、性質
別分類は、経費の性質によって分類し
ます。
　２ページのグラフでは目的別で表し
ていますが、皆さんの生活に置き換え
てイメージしやすいよう、このページ
では性質別に分類したグラフを見てみ
ましょう。

豆知識

中山町の予算を家計簿に例えると…

　２ページでも紹介したとおり、平成２５年度の中山町の予算総額は４８億３，８００万円です。
　しかし、「予算の概要はだいたい分かったけれど、額が大きすぎてピンとこない…」という方がほ
とんどだと思われます。そこで、中山町の一般会計予算を、５人家族（祖父母、父母、県外で一人暮
らしをする子ども１人）で、年間の家計が１，０００万円の家庭の家計簿に例え、 どんなお金が入ってく
るのか、また、お金がどのようなことにどのくらい使われているのか示してみました。
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みんなで進める協働によるまちづくり

■まちづくり推進事業費補助金　４００万円（総務企画課）
■コミュニティ活動推進事業　　５３１万円（総務企画課）
　各地区の活動や自主防災組織の資機材整備等への支援を行っていくとともに、平成２４年度に策定
した「地域コミュニティ活性化計画」の推進を図ることで、コミュニティのふれあいや絆を深め、
「住んでよかった」と言っていただけるまちづくりを目指します。

人が輝く教育・文化・スポーツのまちづくり

■中山中学校建設事業　１億８７３万円（教育課）
　平成２6年度の建設着工に向け、設計業務の実施や中山中学校整備基金積立金への積み増しを行います。

■学校給食共同調理場整備事業　６，３９５万円（教育課）
　中山中学校改築に伴い、現在中山中敷地内にある学校給食共同調理場を移転するため、なかやま
西部工業団地内に用地を取得する予定です。整備に向け、基本設計および実施設計を行います。

安全で自然にやさしい快適な生活環境づくり

■地球温暖化防止対策事業　３０８万円（住民税務課）
　住宅用太陽光発電システム設置に対し、平成２４年度に引き続き同様の補助を実施します。

■防災事業　１，６５０万円（総務企画課）
　有事の際に、住民に速やかな情報提供ができるよう、全国瞬時警報システム自動起動装置を整備します。
　また、備蓄用食料品等を購入し、災害に備えます。

安心できる健康・福祉・子育て応援のまちづくり

■未熟児養育医療給付事業　５６万円（健康福祉課）←新規事業
　入院が必要な未熟児が正常な新生児が有する諸機能を得られるように、必要な医療費を給付します。

■特定不妊治療費助成事業　７０万円（健康福祉課）←新規事業
　不妊治療が必要な方に、１回１０万円を上限に治療費を助成します（年３回まで。最大５年継続可）。

■ファミリーサポートセンター運営事業　８５万円（健康福祉課）←新規事業
　子どもの一時預かりなどを行うファミリーサポートセンターを山辺町と合同で設置します。ファ
ミリーサポートセンターは、育児の援助を行いたい方と育児の援助を受けたい方を結び付け、相互
援助活動を行う組織です。

■子育て支援医療給付事業　３，８０５万円（住民税務課）
　これまで小学３年生までだった子どもの通院医療費無料化の対象を６年生までに拡大します。

豊かで活力に満ちた産業づくり

■果樹販路拡大事業　４４万円（産業振興課）
　果樹の販路拡大を図るためのＰＲ活動を仙台エリアや関西中京エリアで実施し、販路拡大を図ります。

■土地開発公社支援事業　７億４，２８０万円（建設課）
　なかやま西部工業団地の整備などを行っている土地開発公社に対し、経営健全化に向け基金から
の貸付けを行います。

定住と交流を生み出す生活基盤づくり

■住宅基盤整備事業　３９０万円（総務企画課）
　空き家対策として、利用可能な空き家の情報を収集し、多面的な住宅施策の基礎とするとともに、
放置家屋の管理対策等に利用します。

■町道維持・補修事業　２，５４２万円（建設課）
　町道の補修や改修を適切に行い、道路環境を維持します。

■地域公共交通事業　７７７万円（総務企画課）
　町営バスを運行し、車等を持たない交通弱者の移動手段を確保します。

基本目標３．みんなの絆で築くわたしのふるさと なかやま
　まちへの愛着と地域連帯感にあふれる本町の特性を大切に想い、人が輝く教育文化のまちづくり、
みんなで進める協働によるまちづくりを推進します。

基本目標１．生涯にわたって健康で安心・安全に暮らせるまち�なかやま
　子どもからお年寄りまで、生涯にわたって安心できる健康・福祉のまちづくり、快適で安全な自然
と共生する生活環境づくりを進めます。

基本目標２．交流を基盤に若者もいきいき定住するまち�なかやま
　まちの都市基盤・定住基盤の整備と観光・交流資源を活用した産業振興等により若者定住や人口増
加を図るため、定住と交流を生み出す生活基盤づくり、豊かで活力に満ちた産業づくりを進めます。

今年度、
町ではこんなことに
取り組みます

　平成２５年度の主な事業を、第５次総合計画で掲げた３つの基本目標・
６つの施策目標に沿ってご説明します。
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３月定例議会

●一般会計
　平成２４年度中山町一般会計補正予算（第５号４５４万円、第６号１，５００万円）についての専決処分が
承認され、第７号３，８７７万円についての提案が可決されました。
　これにより、平成２４年度の予算規模は５０億２３9万円となりました。補正予算の歳入および歳出の
主なものは表１および表２の通りです。
●特別会計
　特別会計についての補正予算が提案され、いずれも可決されました。補正額と歳出の主なものは
表３の通りです。

２．平成２５年度の一般会計予算
　　平成２５年度の一般会計・各特別会計予算が可決されました。（詳細は２ページをご覧ください。）

３．条例の制定
● 中山町職員互助共済制度に関する条例の一部を改正する条例の制定
●議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定
●特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
●教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例の制定
●一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
●中山町障害程度区分判定審査会の委員の定数等を定める条例の一部を改正する条例の制定
●中山町農業集落排水処理施設の設置および管理等に関する条例の一部を改正する条例の制定
●財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例の制定
●中山町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営に関する基準等を定める条例の設定
●中山町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備および運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の設定

●中山町営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部を改正する条例の制定
●中山町準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の設定
●中山町町道の構造の技術的基準を定める条例の設定
●中山町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例の設定
●中山町移動等円滑化のために必要な町道の構造に関する基準を定める条例の設定
●中山町町営住宅条例の一部を改正する条例の制定
●中山町町営住宅等の整備基準を定める条例の設定
●中山町都市公園条例の一部を改正する条例の制定
●中山町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定
●中山町議会会議規則の一部を改正する規則の制定
●中山町証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
●中山町職員定数条例の一部を改正する条例の制定

４．町道の認定
　地域住民の生活安定に資するため、南新町６号支線（中山町大字長崎字南浦３０７０番１２～３０７０番７）
が町道に認定されました。

１．補正予算

町議会３月定例会
　平成２５年３月町議会定例会は、３月６日から１５日までの日程で開かれ、次の内容に
ついて審議され、可決されました。概要は次の通りです。

　　中山町副町長として森谷喜代弘氏（前建設課長）を選任することに同意しました。

６．意見書の提出
● 国民健康保険制度における国庫負担の増額を求める意見書
●ＴＰＰ交渉参加反対を求める意見書

５．中山町副町長の選任

■歳入（表１）
項　　目 補正額 主な補正額の内容

地 方 交 付 税 ４５４万6千円 普通交付税 ４５４万6千円
町 税 ４８6万３千円 町民税、固定資産税、町たばこ税 ４８6万３千円

繰 入 金 ２，１４５万円 財政調整基金繰入金 １，５００万円
特別会計繰入金 6４５万円

分担金および負担金 △１２８万４千円 最上堰土地改良区総代選挙費負担金 △１２８万４千円
使用料および手数料 △２４6万５千円 家庭系ごみ処理手数料 △２４6万５千円

国 庫 支 出 金 ２，４6８万３千円 子どものための手当負担金 △１７6万２千円
社会資本整備総合交付金 ２，７6２万５千円

県 支 出 金 １５万円
保険基盤安定拠出金 △１１9万３千円
社会福祉施設等開設準備交付金 １，２００万円
山形県知事選挙委託金 △４３6万１千円

寄 附 金 １３１万円 ふるさと寄附金 １０５万円
諸 収 入 ７７万５千円 市町村振興共同事業等助成金 １００万円
町 債 １，０１０万円 除雪車輌整備事業債 １，１１０万円

■特別会計の補正予算（表３）
補正額 主な歳出補正の内容 補正後の予算額

国 民 健 康 保 険 △１億6３9万9千円 一般被保険者療養給付費 △6，５００万円 １２億５，８８５万７千円
後 期 高 齢 者 医 療 △9４万８千円 保険料等負担金 △１５9万１千円 １億１，４７6万８千円

公 共 下 水 道 事 業 １７０万円 最上川流域下水道事業
（山形処理区）建設負担金 １８２万５千円 ４億6，３５１万３千円

■歳出（表２）
項　　目 補正額 主な補正額の内容

総 務 費 △１，５３８万１千円 選挙費 △１，１9２万７千円
民 生 費 １，４6１万７千円 社会福祉施設等開設準備補助金 １，２００万円
衛 生 費 △１，１８０万9千円 妊婦健康診査委託料 △３０３万４千円
労 働 費 ４万円
農 林 水 産 業 費 △５０２万9千円 農林水産業創意工夫プロジェクト支援

事業費補助金 △４１７万７千円
商 工 費 １万円

土 木 費 6，9７０万２千円 除雪委託料 ２，４２５万円
除雪車購入費 ４，０４２万５千円

消 防 費 △２１８万6千円 消防事務委託料 △１66万１千円
小型動力ポンプ付積載車購入費 △５４万５千円

教 育 費 ２，１４８万２千円 中山中学校整備基金積立金 ３，０２３万円
中央公民館改修・アスベスト除去工事 △１５７万８千円

公 債 費 △４５４万８千円
予 備 費 △８５７万５千円
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や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出

し
、
ほ
ん
わ
館
だ
よ
り
の
発
行
を
は
じ

め
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
や
図
書
館

で
の
新
し
い
楽
し
み
方
の
提
案
等
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
町
民
の
利

用
拡
大
を
図
る
た
め
の
手
法
を
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
常
備
救
急
・
消
防
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
に
つ
い
て

　
　

消
防
事
務
の
委
託
か
ら
１
年
が

過
ぎ
た
が
、
１
年
間
の
状
況
及

び
変
わ
っ
た
点
、
改
善
が
必
要
な
点
な

ど
伺
い
た
い
。

　
　

幸
い
に
も
消
防
団
が
対
応
で
き

な
い
災
害
の
発
生
が
な
く
、
常

備
消
防
の
あ
り
が
た
さ
が
目
に
見
え
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
火
災
防
御
・

予
防
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
町

民
の
安
心
・
安
全
、
消
防
団
員
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
１
市
２
町
で
協
議

を
重
ね
、
よ
り
良
い
消
防
防
災
体
制
づ

く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
１
月
１４
日
ま

で
の
出
動
件
数
３５
件
の
う
ち
、

当
町
が
１０
件
と
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

有
意
義
に
活
用
で
き
て
い
る
と
考
え
て

い
る
か
。

　
　

生
死
に
か
か
わ
る
状
態
の
方

が
、
い
ち
早
く
治
療
を
受
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
有
効
に
活
用
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
県
で
は
出
動
事
例
を
積
み
重

ね
、
出
動
要
請
基
準
を
一
層
充
実
し
て

い
く
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
も
効
果

的・効
率
的
な
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

県
へ
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

④
お
し
ん
に
つ
い
て

　
　

お
し
ん
の
生
家
が
庄
内
映
画
村

に
移
築
さ
れ
、
映
画
撮
影
も
始

ま
っ
て
い
る
が
、
ワ
ン
シ
ー
ン
で
も
町

内
で
撮
影
さ
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

庄
内
映
画
村
を
中
心
に
県
内
で

撮
影
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
、
当
町
で
の
撮
影
は
予
定
が

な
い
よ
う
で
す
。

堀
川

　政
美  

議
員

①
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

　
　

高
齢
化
や
地
域
イ
ン
フ
ラ
の
変

化
等
に
よ
り
、
買
い
物
が
困
難

な
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
方
々
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。
国
は
買
い
物
弱
者
応
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
り
、
県
で
も

共
同
宅
配
等
商
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
移

動
販
売
事
業
を
支
援
す
る
補
助
事
業
が

創
設
さ
れ
た
。

　

民
間
で
も
、
町
内
に
お
い
て
宅
配

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
が

出
始
め
て
い
る
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
（
福
祉
乗
合
い

タ
ク
シ
ー
）
や
移
動
販
売
に
取
り
組
ん

で
い
る
市
町
村
も
あ
る
が
、
当
町
に
お

け
る
現
状
と
対
応
策
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
県
の
補
助
制
度
を
利
用
す
る

の
に
不
可
欠
な
、
商
工
会
等
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

第
５
次
総
合
計
画
策
定
時
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
意
見
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
利
用
状
況
に
よ
り
、
将
来
的

な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
し
て

お
り
、
今
後
、
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
、

効
率
的
・
効
果
的
な
対
応
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
食
品
に
関
し
て
は
、
弁
当
や
食
材
配

達
な
ど
、
民
間
に
よ
る
供
給
で
現
在
の

と
こ
ろ
対
応
で
き
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
町
営
バ
ス
も
買
い
物
目
的
で
多
く

利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
買
い
物
弱
者
へ
の
取
り
組
み
は
、
健

康
で
豊
か
な
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
活
性
化
の
好
循
環
を

生
み
出
し
ま
す
。
商
工
会
や
町
内
事
業

者
と
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
、
宅
配
や

移
動
販
売
、
補
助
制
度
の
活
用
等
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
相
談
や
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
か
め
な
が
ら

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
舞
台
機
器

設
備
の
充
実
に
つ
い
て

　
　

大
ホ
ー
ル
で
は
、
芸
文
祭
や
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
は

じ
め
、
舞
台
発
表
会
等
が
多
く
行
わ
れ

て
い
る
が
、
照
明
器
具
も
な
く
舞
台
発

表
用
の
音
響
設
備
も
な
い
。
今
後
、
効

果
的
な
ス
テ
ー
ジ
活
動
を
可
能
と
す
る

た
め
、
照
明
や
音
響
設
備
を
充
実
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
予
算
措
置
が
ネ
ッ
ク
と
考
え
る
が
、

必
要
最
小
限
の
設
備
を
整
え
る
に
は
、

ど
の
程
度
の
経
費
が
必
要
と
考
え
て
い

る
か
。

　
　

照
明
及
び
音
響
設
備
に
つ
い
て

は
、
昭
和
４８
年
の
開
館
当
時
か

ら
ほ
と
ん
ど
機
器
の
更
新
は
行
わ
れ
て

い
な
い
た
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
も
設

備
の
更
新
や
充
実
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
利
用
者
の
方
々
と
相
談
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
近
い
将
来
に

必
要
最
小
限
の
対
応
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
経
費
は
お
お
よ

そ
５
０
０
万
円
か
ら
１
０
０
０
万
円
程

度
と
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。

渡
辺

　博
文  

議
員

①
町
の
医
療
に
つ
い
て

　
　

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌

は
、
胃
が
ん
や
慢
性
胃
炎
、
消

化
器
潰
瘍
の
主
な
病
原
因
子
で
、
そ
れ

以
外
の
疾
患
と
の
関
連
性
も
示
唆
さ
れ

て
お
り
、
４０
歳
以
上
の
日
本
人
の
２
人

に
１
人
は
感
染
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ

る
が
、
除
菌
に
よ
り
、
潰
瘍
の
治
癒
や

再
発
頻
度
の
低
下
が
見
ら
れ
て
い
る
。

町
民
の
健
康
や
将
来
的
な
医
療
費
抑
制

の
た
め
、
町
の
健
康
診
断
に
ピ
ロ
リ
菌

の
検
査
項
目
を
加
え
た
り
、
検
査
へ
の

補
助
制
度
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

町
で
は
、
国
で
定
め
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
胃
が
ん
検
診

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
抗

体
に
よ
る
胃
が
ん
死
亡
減
少
効
果
の
有

無
を
判
断
す
る
証
拠
が
不
十
分
と
さ

れ
、
対
策
型
検
診
と
し
て
は
推
奨
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
し
か
し
、
菌
は
確
実
な
胃
が
ん
リ
ス

ク
の
要
因
と
さ
れ
、
現
在
も
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向

も
見
な
が
ら
、
検
診
項
目
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

原
料
成
分
の
基
準
を
確
認
せ
ず

に
輸
入
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
製
造
、
販
売
し
た
と
し
て
、
製

薬
会
社
１３
社
に
改
善
命
令
が
出
さ
れ
て

い
る
。
患
者
や
医
師
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
選
択
す
る
の
は
自
由
だ
が
、

町
が
実
態
を
説
明
し
な
い
ま
ま
に
推
進

す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

　
ま
た
、
平
成
２５
年
度
か
ら
第
２
期
医

療
費
適
正
化
計
画
が
始
ま
る
が
、
町
と

し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
推
奨
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

促
進
は
、
厚
生
労
働
省
主
導
の

も
と
に
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
お
り
、

町
で
も
国
保
連
合
会
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
医
薬
品
の
切
り
替
え
は
医

師
や
薬
剤
師
と
よ
く
相
談
し
た
う
え
で

決
め
て
も
ら
う
よ
う
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
２５
年
度
以
降
の
町
の
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
率
目
標
を
定
め

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
で
は
数

量
ベ
ー
ス
で
平
成
２３
年
度
の
２6
・
４
％

を
平
成
２9
年
度
で
３6
％
以
上
と
す
る
目

標
を
設
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

②
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
　

ト
ラ
ク
タ
ー
や
ス
プ
レ
ヤ
ー
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
小
型
特

殊
車
両
で
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
取

得
せ
ず
に
公
道
を
運
行
し
て
い
る
車
両

を
見
か
け
る
。
軽
自
動
車
税
を
納
税
せ

ず
（
自
賠
責
保
険
に
も
未
加
入
で
）、

運
行
し
て
い
る
車
両
は
何
台
程
度
と
把

握
し
て
い
る
か
。

　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ

な
が
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
対
策
を

伺
い
た
い
。

一
般
質
問
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農
耕
車
等
の
性
能
に
よ
り
固
定

資
産
税
の
償
却
資
産
と
軽
自
動

車
税
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
固
定

資
産
税
の
償
却
資
産
と
な
る
も
の
は
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
必
要
と
し
な
い
も

の
で
あ
り
、
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当

す
る
農
耕
作
業
用
等
の
自
動
車
に
は
軽

自
動
車
税
の
課
税
客
体
と
し
て
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
小
型
特
殊
自
動
車
の
ナ
ン

バ
ー
登
録
に
つ
い
て
は
毎
年
周
知
し
て

お
り
、
納
税
せ
ず
に
走
行
し
て
い
る
車

両
等
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
登
録
の
周
知
徹
底
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

鎌
上

　
　徹  

議
員

①
少
子
高
齢
化
お
よ
び
若
者
定
住
促

進
に
つ
い
て

　
　

こ
こ
数
年
、
当
町
の
出
生
者
数

は
激
減
し
て
お
り
、
少
子
化
対

策
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
２５
年
度
か
ら
は
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
通
院
医
療
費
無
料
化
な
ど
、
子
育
て

支
援
策
の
強
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
さ
ら
に
有
効
な
少
子
化
対

策
を
予
定
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
就
職
先
や
住
居
が
な
く
県
外

に
出
て
し
ま
う
若
者
が
増
え
て
い
る

が
、
民
間
の
力
も
利
用
し
、
で
き
る
だ

け
町
内
に
若
者
を
と
ど
め
ら
れ
る
対
策

を
望
む
。

　
　

町
で
は
、
子
ど
も
の
各
成
長
段

階
や
親
の
就
労
形
態
の
多
様
化

に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
２５
年
度
か
ら
は
、
通
院
医
療

費
の
無
料
化
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡

大
す
る
ほ
か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
や
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
を
新
た
に
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
お
よ
び
若
者
定
住
対
策

に
つ
い
て
は
、
国
・
県
に
お
い
て
も
特

効
薬
的
な
施
策
は
見
出
さ
れ
て
お
ら

ず
、
各
市
町
村
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
子
育
て
支
援
の
メ

ニ
ュ
ー
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

若
者
が
定
住
し
や
す
く
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
町
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
集
約
と
管
理
委

託
、
屋
内
運
動
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

　
　

こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
が
分
散

化
や
少
子
化
を
迎
え
る
中
で
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
体
育
協
会
、
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
３
団
体
が
横
の
つ

な
が
り
を
強
化
し
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
を

支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
将
来
的
に
、
町
の
体
育
施
設
を
管
理

委
託
で
き
る
法
人
格
を
持
っ
た
団
体
の

構
築
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
町
の
今

後
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

　
　

町
の
全
て
の
社
会
体
育
施
設
の

管
理
は
、
中
山
町
振
興
公
社
に

一
元
的
に
委
託
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
各
施
設
の
連
携
が
図
ら
れ
、
利
用

の
予
約
が
全
て
総
合
体
育
館
で
で
き
る

な
ど
、
利
便
性
が
向
上
し
て
い
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
作
業
へ
の
対

応
や
経
費
の
面
か
ら
見
て
も
、
現
在
の

管
理
体
制
を
変
更
す
る
考
え
は
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
集
約
を
促
す
考
え
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

す
ぱ
ー
く
中
山
を
、
冬
季
間
や

雨
天
時
等
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

（
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

等
）
の
練
習
場
所
と
し
て
使
用
し
た
い

と
望
む
声
が
多
い
。
関
係
者
に
よ
る
協

議
を
行
い
、
有
効
的
に
施
設
の
使
用
が

で
き
る
よ
う
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

す
ぱ
ー
く
中
山
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
専
用
と
し
て
整
備
し
た
も
の

で
す
が
、
使
用
を
全
て
制
限
し
て
い
る

も
の
で
は
な
く
、
施
設
の
構
造
上
、
安

全
性
の
保
持
と
施
設
保
護
の
目
的
か

ら
、
ス
パ
イ
ク
の
禁
止
や
バ
ッ
ト
の
持

ち
込
み
禁
止
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ど
の
公
共
施
設
も
、
使
用
す

る
目
的
に
合
わ
せ
施
設
整
備
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
使
用
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
塔
い
く
子  

議
員

①
節
電
対
策
に
つ
い
て

　
　

節
電
対
策
が
叫
ば
れ
て
い
る
最

中
、
町
内
で
新
た
に
自
動
販
売

機
を
数
台
並
べ
て
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
町
と
し
て
設
置
の
制
限
や

縮
小
へ
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
町
の
施
設
や
街
路
灯
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
を
積
極
的
に
使
い
、
節
電
に
力

を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
が
、
今
後
の
計

画
や
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
　

最
近
の
自
動
販
売
機
は
省
電
力

化
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、

電
力
需
要
に
大
き
な
負
荷
を
か
け
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
商
業

活
動
に
町
が
関
与
す
る
こ
と
は
適
当
で

な
い
と
考
え
ま
す
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、
ほ
ん
わ

館
や
役
場
敷
地
内
の
街
路
灯
へ
の
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
費
用
対
効
果

を
踏
ま
え
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
自
治
体

で
小
規
模
な
発
電
所
を
多
く
つ
く
る
こ

と
で
、
自
給
率
１
０
０
％
と
い
う
と
こ

ろ
も
出
て
き
て
い
る
。
国
や
県
の
支
援

策
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
楽
し
い
電
気
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

　
　

町
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
備
の
普
及
や
公
共
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
っ

て
い
ま
す
が
、
小
水
力
発
電
に
つ
い
て

は
、
町
内
に
適
地
も
見
当
た
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
今
後
の
技
術
開
発
を
見
守
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
も
、
町
の
立
地
条
件
で
は
導
入
は
か

な
り
難
し
く
、
現
時
点
で
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
組
織
化
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

②
高
齢
者
家
庭
や
子
育
て
家
庭
の
訪

問
を

　
　

高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
中

に
あ
っ
て
、
高
齢
者
や
子
育
て

中
の
家
庭
で
、
痛
ま
し
い
事
件
が
何
件

も
発
生
し
て
い
る
。
孤
立
し
が
ち
な
高

齢
者
や
、
子
育
て
に
悩
み
な
が
ら
子
ど

も
と
向
き
合
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
方

が
、
悩
み
を
和
ら
げ
、
心
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
訪
問
体
制
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
は
、
相

談
支
援
の
ほ
か
、
各
種
事
業
等

の
案
内
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
民
生

児
童
委
員
や
各
種
団
体
等
を
中
心
に
随

時
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
家
庭
へ
の
訪
問
は
、
町

の
保
健
師
及
び
母
子
保
健
推
進
員
が
生

後
２
～
３
か
月
、
５
～
６
か
月
、
１０
か

月
、
１
歳
５
か
月
、
２
歳
頃
の
各
段
階

で
実
施
し
て
お
り
、
各
種
情
報
提
供
を

含
め
、
幅
広
い
育
児
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
訪
問
に
よ
り
、
早
い
段
階

か
ら
支
援
が
特
に
必
要
な
家
庭
が
把
握

で
き
、
濃
密
な
相
談
に
つ
な
げ
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
訪
問
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
殊
勲
賞
】

■
団
体
の
部

▼
剣
道　
中
山
武
道
館

　
　
　
　
（
代
表　
佐
竹
弘
幸
）

■
個
人
の
部

▼
剣
道　
鎌
田
聡
史
、
武
田
拓
毅

　
　
　
　
大
関
敦
久
、
稲
村
太
誠

　
　
　
　
堀　
康
平
、
齋
藤
由
佳

　
　
　
　
縄
野
美
香
、
鎌
田
智
哉

　
　
　
　
志
田
湧
哉
、
小
関
未
理

　
　
　
　
近
松
尚
哉
、
奥
山
璃
胡

　
　
　
　
秋
葉
隆
佑
、
小
野
寺
航
汰

　
　
　
　
小
野
寺
南
汐
、
古
沢
勇
人

▼
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
寒
河
江
智
也
、
森
谷
英
一

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
今
野
勇
貴

▼
水
球　
新
宮
琢
未

▼
柔
道　
橋
間　
叶

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
　
渡
邉
光
樹
、
本
間
海
斗

▼
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

　
　
　
　
髙
橋
す
み
子
、
須
貝
和
香
子

▼
テ
ニ
ス　
佐
藤
夏
央

【
功
労
賞
】

▼
野
球　
渡
邉　
智

　
中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
表
彰
は
、

平
成
２４
年
度
中
に
大
会
等
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
方
や
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
方
に
対
し
、
そ
の
栄
誉

を
た
た
え
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
３
月
１７
日
に
は
中
央
公
民
館
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
次
の
１
団
体
と
県
大
会
優
勝

者
ま
た
は
東
北
大
会
・
全
国
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
方
２6
名
に
殊
勲
賞
が
、

１
名
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
表
彰

※写真には代理で出席した方も含まれます。

お
詫
び
と
訂
正

　
前
号
の
町
議
会
行
政
視
察
研
修
報
告
に
つ

い
て
、７
ペ
ー
ジ
２
段
１７
行
目「
全
校
児
童
」

は
「
全
校
生
徒
」、３
段
１４
行
目
「
１
７
０
０

万
円
」
は
「
１
億
７
０
０
０
万
円
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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▼
住
民
税
務
課
長
兼
会
計
管
理
者　
結
城
伸
一
（
＝
会
計
室

長
）
▼
建
設
課
長　

佐
東
秀
治
（
＝
住
民
税
務
課
長
兼
会
計

管
理
者
）
▼
教
育
委
員
会
教
育
課
主
任
指
導
主
事
兼
統
括

（
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
）
後
藤
秀
之
（
＝
教
育
委
員
会
教
育
課

主
任
指
導
主
事
）
▼
住
民
税
務
課
代
表
統
括
（
税
務
グ
ル
ー

プ
）
小
野
喜
博
（
＝
住
民
税
務
課
統
括
）
▼
住
民
税
務
課
統

括
（
住
民
グ
ル
ー
プ
）
齋
藤
信
幸
（
＝
住
民
税
務
課
副
統
括

兼
専
門
員
）
▼
会
計
室
長　

今
野
修
悦
（
＝
健
康
福
祉
課
副

統
括
兼
専
門
員
）
▼
教
育
委
員
会
教
育
課
統
括
（
学
校
施
設

整
備
グ
ル
ー
プ
）
西
塔
雅
典
（
＝
教
育
委
員
会
教
育
課
統
括
）

▼
会
計
室
副
統
括
兼
専
門
員　
森
谷
真
由
美
（
＝
教
育
委
員

会
教
育
課
専
門
員
）
▼
総
務
企
画
課
専
門
員
（
庶
務
グ
ル
ー

プ
）
牧
野
和
子
（
＝
会
計
室
主
査
）
▼
健
康
福
祉
課
専
門
員

兼
保
育
士
（
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
）
松
田
友
子
（
＝
健
康

福
祉
課
主
査
兼
保
育
士
）
▼
教
育
委
員
会
教
育
課
専
門
員（
学

校
施
設
整
備
グ
ル
ー
プ
）
黒
沼
里
香
（
＝
教
育
委
員
会
教
育

課
主
査
）
▼
総
務
企
画
課
主
査
（
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
）
渡

井
康
裕
（
＝
総
務
企
画
課
主
任
）
▼
住
民
税
務
課
主
査
（
住

民
グ
ル
ー
プ
）
石
川
里
佳
（
＝
住
民
税
務
課
主
任
）
▼
健
康

福
祉
課
主
査
兼
な
か
や
ま
保
育
園
管
理
栄
養
士
（
健
康
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
）
松
田
友
美
（
＝
健
康
福
祉
課
主
査
兼
な
か
や

ま
保
育
園
栄
養
士
）
▼
健
康
福
祉
課
主
査
（
福
祉
グ
ル
ー
プ
）

多
田
周
子
（
＝
健
康
福
祉
課
主
任
）
▼
教
育
委
員
会
教
育
課

主
査
（
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
）
渡
辺
美
喜
（
＝
住
民
税
務
課

主
査
）
▼
教
育
委
員
会
教
育
課
主
査
（
学
校
施
設
整
備
グ

ル
ー
プ
）
今
井
直
明
（
＝
建
設
課
主
査
）
▼
総
務
企
画
課
主

任
（
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
）
荒
木
一
美
（
＝
総
務
企
画
課
主

事
）
▼
住
民
税
務
課
主
任（
税
務
グ
ル
ー
プ
）
松
田
裕
作（
＝

住
民
税
務
課
主
事
）
▼
健
康
福
祉
課
主
任
（
福
祉
グ
ル
ー
プ
）

鈴
木
亮
（
＝
健
康
福
祉
課
主
事
）
▼
健
康
福
祉
課
主
任
兼
保

健
師
（
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
）
會
田
文
（
＝
健
康
福
祉
課

主
事
兼
保
健
師
）
▼
産
業
振
興
課
主
任
（
産
業
振
興
グ
ル
ー

プ
）
武
田
明
久
（
＝
産
業
振
興
課
主
事
）
▼
建
設
課
主
任
（
下

水
道
管
財
グ
ル
ー
プ
）
東
海
林
礼
之
（
＝
建
設
課
主
事
）
▼

教
育
委
員
会
教
育
課
主
任
（
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
）
渡
井
春

香
（
＝
教
育
委
員
会
教
育
課
主
事
）
▼
住
民
税
務
課
主
事
（
税

務
グ
ル
ー
プ
）
五
十
嵐
舞
（
＝
住
民
税
務
課
主
事
）
▼
住
民

税
務
課
主
事
（
税
務
グ
ル
ー
プ
）
石
沢
卓
（
＝
産
業
振
興
課

主
事
）
▼
健
康
福
祉
課
主
事
（
福
祉
グ
ル
ー
プ
）
三
浦
秀
寿

（
＝
教
育
委
員
会
教
育
課
主
事
）
▼
建
設
課
技
師
（
下
水
道
管

財
グ
ル
ー
プ
）
石
川
遼
（
＝
建
設
課
技
師
）

■
新
規
採
用
職
員
で
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
住
民
税
務
課
主
事
（
住
民
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貴
紀

▼
産
業
振
興
課
主
事（
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
友
彦

▼
建
設
課
技
師
（
建
設
整
備
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
川
隆
央

■
退
職
（
平
成
２５
年
３
月
３１
日
付
）

▼
建
設
課
長　
森
谷
喜
代
弘

▼
住
民
税
務
課
代
表
統
括　
井
上
利
昭

▼
住
民
税
務
課
専
門
員　
大
津
さ
よ
子

■
再
任
用
（
平
成
２５
年
４
月
１
日
付
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
課
主
査
（
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
）

井
上
利
昭　

学
校
職
員
〔（
　
　）
内
は
新
任
校
、
前
任
校
〕

■
長
崎
小
学
校

●
転
出　
▼
教
頭　
瀧
浪
敦
（
大
石
田
町
立
大
石
田
小　
校

長
）
▼
教
諭　
原
田
由
美
子
（
山
形
市
立
楯
山
小
）
▼
教
諭　

林
理
枝
（
山
形
市
立
鈴
川
小
）
▼
教
諭　
横
倉
晃
子
（
山
形

市
立
第
二
小
）
▼
教
諭　
仁
藤
弘
二（
山
形
市
立
蔵
王
一
小
）

●
転
入　
▼
教
頭　
東
海
林
昭
善（
天
童
市
立
天
童
北
部
小
）

▼
教
諭　
東
海
林
仁
（
天
童
市
立
長
岡
小
）
▼
講
師　
高
橋

咲
子
（
山
形
市
立
楯
山
小
）
▼
講
師　
大
江
朝
美
（
新
任
）

■
豊
田
小
学
校

●
転
出　
▼
校
長　
村
上
雄
一
（
河
北
町
立
谷
地
南
部
小
）

▼
教
諭　
森
谷
英
明
（
天
童
市
立
山
口
小
）

●
転
入　
▼
校
長　
長
谷
川
良
和
（
鶴
岡
市
立
渡
前
小
）
▼

教
諭　
西
堀
潤
子
（
山
辺
町
立
山
辺
小
）

■
中
山
中
学
校

●
転
出
▼
教
諭　
鈴
木
美
紀
子
（
天
童
市
立
第
二
中
）
▼
教

諭　
遠
藤
寿
浩
（
山
形
市
立
第
六
中
）
▼
教
諭　
飯
野
明
史

（
山
形
市
立
第
五
中
）
▼
教
諭　
横
山
裕
美
（
山
形
市
立
蔵

王
一
中
）
▼
講
師　
渡
辺
伸
子
（
上
山
市
立
南
中
）

●
転
入
▼
教
諭　
鈴
木
智
香
子
（
上
山
市
立
南
中
）
▼
教
諭　

小
関
英
嗣
（
上
山
市
立
北
中
）
▼
講
師　
鏡
雄
介
（
天
童
市

立
第
三
中
）

町
職
員
（
＝
の
下
は
旧
所
属
）

（１）テープカットの様子　（２）リビングダイニング。食事や入所者同士の交流の場となります。　
（３）通路やリビングダイニングから見える中庭。桜の木が植樹され、春には美しい花を咲かせる予
定です。　（４）広々とした通路　（５）増床部分はすべて、トイレや洗面所を備えた「ユニット型個
室」となっています。　（６）機械浴室も木を基調とした作りになっています。

中
山
ひ
ま
わ
り
荘 

増
床
棟
完
成

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　
竣
工
式
お
よ
び
開
所
式
は
増
床
棟
内
の
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、関
係
者
ら
約
５０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
神
事
を
行
っ
た
後
、
大
津
町

長
が
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
運
営
を
目
指
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
須
貝
町
議
会
議
長
か
ら

も
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
増
床
棟
建
設
工
事
は
、
中
山
ひ
ま
わ

り
荘
へ
の
入
所
待
機
者
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る

と
い
う
状
況
を
受
け
、
こ
れ
を
解
消
す
る
目
的
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
増
床
棟
で
２０
床
、
既
存
棟
の
改

修
で
１０
床
、
合
わ
せ
て
３０
床
を
増
床
し
、
施
設
規

模
は
１
１
０
床
と
な
り
ま
し
た
。

　
増
床
棟
は
木
を
基
調
と
し
、
入
所
者
が
ぬ
く
も

り
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
居
室
は
全
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
型

個
室
」
を
採
用
。
各
居
室
に
ト
イ
レ
、
洗
面
所
が

備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
入
所
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
す
る
一
方
で
、
閉
鎖
的
に
な
ら
な
い

よ
う
食
事
や
入
所
者
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
リ

ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
職
員
・
学
校
職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
・
学
校
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

副町長に
森谷喜代弘氏が就任

　４月１日付けで、森谷喜代弘氏（６０
歳・金沢）が副町長に就任しました。
　森谷氏は、これまで下水道課長補
佐、産業建設課長、建設課長などを歴
任。
　長年培ってきた豊富な知識と行政経
験を活かし、町発展のため、大津町長
の補佐役としての大任を担います。

（１） （２） （３）

（６）（５）（４）

　
昨
年
７
月
か
ら
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
中
山
ひ
ま
わ
り
荘
」（
社
会

福
祉
法
人
中
山
福
祉
会
）の
増
床
棟
が
完
成
し
、
３
月
１
日
、竣
工
式
お
よ
び
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中山ひまわり荘　増床棟部分
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（１）３月１７日に行われた山形大学岩田ゼミの研究発表。柏倉九左ェ門家・柏倉惣右エ門家の経
営について、現代の企業経営と比較しながら分析した内容で、訪れた人は熱心に聞き入っていま
した　（２）山形楽奏による雅楽の演奏の様子　（３）休日は他県からのツアー客で賑わいました

　

３
月
２
日
か
ら
４
月
３
日
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
柏

倉
家
文
化
村
主
催
の
「
柏
倉
九
左
ェ
門
家
の
ひ
な
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
県
指
定
有
形
文
化
財
の
柏
倉
九

左
ェ
門
家
（
岡
）
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
て
集
め
ら
れ
た
と
い
う
享
保
雛
や
古
今
雛
が

展
示
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

最
上
川
舟
運
が
も
た
ら
し
た

柏
倉
家
の
雛
人
形

　
中
山
町
は
江
戸
時
代
、
最
上
川
舟
運
の
船
着
場
と

し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。
柏
倉
家
に
現
存
す
る
雛
人
形

の
多
く
は
、
こ
の
頃
、
京
都
な
ど
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
雛
人
形
の
装
束
に
は
、
い
ず
れ
も
見
事
な
刺
繍
が

施
さ
れ
て
お
り
、
雛
人
形
を
通
じ
て
舟
運
が
も
た
ら

し
た
優
雅
な
生
活
文
化
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。様

々
な
催
し
で
お
も
て
な
し

　
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
は
、
餅
つ
き
と
餅
の
ふ
る
ま

い
、
山
形
大
学
の
岩
田
浩
太
郎
教
授
の
ゼ
ミ
の
学
生

に
よ
る
『
柏
倉
九
左
ェ
門
家
・
柏
倉
惣
右
エ
門
家
の

金
融
的
側
面
に
関
す
る
研
究
』
発
表
、「
山
形
楽
奏
」

に
よ
る
雅
楽
演
奏
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
毎
週
日
曜
日
に
は
、
町
内
産
の
農
作

物
や
加
工
品
の
販
売
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
観
光
客
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　江戸時代後期の明和年間に流行した雛人形です。
　従来の雛人形の衣装をより一層華やかにして、金糸や色糸
で刺繍された色彩豊かな装束と気品溢れる顔立ちが特徴です。
　明治時代以降に流行し、現代の雛人形の原型となりました。

ここに注目！
　現代の雛人形では「三人官女」が一般的ですが、柏倉家に
伝わる古今雛では「五人官女」になっています。また、中央
の官女は眉を落とした既婚女性（※）というのが一般的な構
成ですが、柏倉家の五人官女は全員が振り袖を着ており、眉
がそのままの未婚女性で構成されています。さらに官女全員
が立っているというのも珍しく、他ではなかなか見ることの
できない貴重なものだそうです。
※江戸時代、既婚女性は眉を落とす習慣がありました。

　江戸時代の享保年間に流行した、人形の高さ
４５～６０㎝の比較的大きな雛人形です。
　お内裏様に着目すると、胡

あ ぐ ら

座をかいているよ
うに見えますが、これは当時の貴族の座り方を
再現していると言われており、享保雛の特徴の
ひとつです。また、豪華な衣装と面長の顔、切
れ長の目も特徴です。
　この頃、幕府はたびたび人々の贅沢を規制す
るお触れを出しており、大きくて豪華な享保雛
も、贅沢過ぎると取締りの対象となりました。

　江戸時代中期に流行した雛人形です。
　人形の平均の高さが１０㎝と小さめで、芥子の実のよ
うに小さいことから「芥子雛」と呼ばれます。
　「享保雛」でも触れましたが、享保年間以降、年々
人々の雛祭りが派手になっていることを受け、幕府は
たびたび贅沢を禁止するお触れを出していました。
　例えば、『御触書宝暦集成』では、「雛やそれととも
に飾る人形は８寸（約２４㎝）以下でなければいけない」
という内容の制限がされています。こういった幕府の
厳しい統制に対する反発から、小さいながら雅やかな
雛人形や雛道具が流行するようになったようです。

柏
倉
九
左
ェ
門
家
の

ひ
な
ま
つ
り

古
こ

今
きん

雛
びな

享
きょう

保
ほ

雛
びな

芥
け

子
し

雛
びな

１ ２ ３

※参考文献：「雛と雛の物語」暮しの手帖社
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中山町情報・物産館 

☎ 023-674-0575 

　
最
上
川
は
大
河
で
あ
り
、
流
域

面
積
も
広
い
の
で
大
雨
の
場
合
は

集
水
量
が
著
し
く
大
き
い
た
め
、

洪
水
に
な
り
や
す
い
河
川
で
し

た
。
さ
ら
に
中
山
町
は
、
峡
谷
の

出
口
に
当
た
る
た
め
、
増
水
し
た

河
流
が
氾
濫
す
る
こ
と
が
度
々
あ

り
ま
し
た
。

　
宝
暦
期
は
毎
年
の
よ
う
に
洪
水

と
な
り
ま
し
た
が
、
特
に
宝
暦
７

年
（
１
７
５
７
）
は
、
４
月
２１
日

か
ら
雨
が
２
日
間
降
り
続
け
た
結

果
、
長
崎
・
達
磨
寺
・
寺
津
・
嶋
・

高
屋
・
鮨
洗
に
大
水
が
あ
が
り
、

田
畑
が
流
さ
れ
る
大
災
害
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
菅
井
日
記
に
は
、
５
月

２５
日
の
大
洪
水
は
、
長
崎
か
ら
寒

河
江
新
宿
ま
で
一
面
の
水
と
な

り
「
船
町
に
て
は
、
北
は
長
崎
、

南
は
上
山
ま
で
左
右
に
水
増
し
、

寒
河
江
よ
り
上
山
ま
で
一
面
に
、

そ
の
道
７
里
が
海
の
よ
う
に
な
っ

た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
達
磨
寺
村
で
は
、
５
月
２４
日
に

大
雨
が
あ
り
、
そ
の
夜
半
か
ら
大

洪
水
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
田
や
畑
は
残
ら
ず
水
浸
し
と

な
り
、
浸
水
の
深
さ
は
３
尺
（
約

１
ｍ
）
か
ら
７
～
８
尺
（
約
２
・

第73話　最上川・須川の洪水記録

６
ｍ
）
に
も
な
っ
て
５
月
２6
日
朝

ま
で
冠
水
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
作
物
は
す
っ
か
り

押
し
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
泥
砂
が

押
し
入
り
川か
わ
欠か

け
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
年
前
の
宝
暦
５
年
の
大
凶
作

で
村
中
が
困
窮
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
今
回
の
大
洪
水
で
米
は
も
と

よ
り
麦
や
紅
花
な
ど
も
収
穫
皆
無

と
な
り
、
今
後
の
生
活
の
見
通
し

が
全
く
立
た
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
村
人
た
ち
は
、
年
貢
の

残
金
を
翌
年
か
ら
１０
年
の
年
賦
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
代
官
所
に
願

い
出
た
こ
と
が
達
磨
寺
村
文
書
に

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宝
暦
７
年
は
、
馬
見
ヶ
崎
川
も

大
洪
水
と
な
り
、
５
月
１
日
の
大

雨
で
翌
２
日
後
に
堤
防
が
決
壊
し

て
洪
水
と
な
り
旅
篭
町
、
十
日
町

が
流
さ
れ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

【
用
語
の
説
明
】

川
欠
け
…
洪
水
に
よ
り
堤
防
や
堰

が
壊
れ
田
畑
に
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
を
い
う
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
９
章
第
１
節　
風
水
害
と
対

策

　
小
塩
老
人
ク
ラ
ブ
末
広
会
（
井
上

博
雄
会
長
）
が
、
雑
巾
２
０
５
枚
を

豊
田
小
学
校
に
寄
附
し
ま
し
た
。

　
こ
の
雑
巾
は
小
塩
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
が
手
作
り
し
た
も
の
で
、
豊

田
小
学
校
の
児
童
が
校
舎
を
き
れ
い

寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
平
成
２４
年
度
山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
表
彰
に
お
い
て
、
次
の
１
名
と

１
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◆
優
良
団

中
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

◆
功
労
者
　

中
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団�

折
笠
満
さ
ん

表
彰
お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

に
掃
除
で
き

る
よ
う
に
と

毎
年
こ
の
時

期
に
寄
附
し

て
お
り
、
今

年
で
５４
年
目

に
な
り
ま
す
。

　３月２４日、中央公民館隣の児童遊園で１０年前のタイムカプ
セルが開封されました。
　このタイムカプセルは、ひばり保育園が閉園される際、未
来の自分に何か記念になるものを残そうと企画されたもの
で、ちょうど１０年前の平成１５年３月２４日、未来の自分に宛て
た手紙や宝物、写真が詰め込まれたタイムカプセルが園児た
ちの手によって児童遊園の一角に埋められました。
　開封当日、会場には当時ひばり保育園に通っていた小学６
年生と中高生、その保護者など約１００名が集まりました。

　集まった人が見守る中、当時の写真と保護者の記憶を頼
りに交代で穴を掘ること約１時間。「場所を間違ったので
はないか」と不安になってきたところで、ようやくタイム
カプセルが姿を現しました。保護者は「当時埋めたところ
よりも深いところにあって、無くなってしまったのかとは
らはらしました。見つかってよかった」と安心した様子。
タイムカプセルが開封されると、歓声や「懐かしい」とい
う声があちこちから聞こえ、友人同士で嬉しそうに思い出
の品を見せ合っていました。

　参加した秋葉剛仁さん
（三軒屋）は、「１０年前の自
分に再会したような気持ち
になった。カプセルに入っ
ていた手紙を読んで、自分
も１０年の間に大人になった
と感じました」と照れくさ
そうに話していました。

１０年前にタイムカプセルを埋めたときの様子

タイムカプセルの中身は…

↑当時の先生方も集合
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皆さんの身近な情報や写真を
お寄せください

総務企画課情報防災グループまで
電話662−4899

まちのホットなニュースをお届けします！

TOPICSTOPICSTOPICSひまわり広場

まちの人口（３月末現在）

人　口　12,059人（前月比＋12人）

　　　　　　（男5,873人、女6,186人）

世帯数　3,594世帯（前月比＋16世帯）

　　　人の動き　出生３人　転入68人

　　　（３月届出分）　死亡13人　転出46人

戸籍の窓口 ３　月
届出分

将棋の全国大会へ出場
　長崎小学校３年生の渡邉東

はる
英
ひで
くん（北小路）が、天童市で開催された「県小学生

将棋名人戦」で見事優勝を果たし、東京都で開催される「東日本大会」への出場を
決めました。
　渡邉くんは、昨年５月からご両親の勧めで天童市の将棋教室に通っています。教
室で指導にあたっている日本将棋連盟天童支部長の村岡さんは「教室に通うように
なってわずか１年ですが、驚くほど早く上達している。将来が非常に楽しみな生徒
です」と期待を寄せていました。
　３月１日には、東日本大会出場の報告のため大津町長を表敬訪問。少し緊張した

ご卒業・ご卒園
おめでとうございます
　３月１６日に中山中学校、１９日には長崎小学校、豊田小学校で卒業
式、２６日にはなかやま保育園で卒園式が行われました。
　長崎・豊田両小学校では、卒業生が４月から着る中学校の制服に
身を包み、これから始まる中学校での生活に期待を寄せ、嬉しそう
に巣立っていきました。

ペットボトルキャップを寄附
中山中学校が

　３月２５日、中山中学校生徒が集めたペットボトル
キャップ約１００㎏が山形銀行長崎支店へ寄附されま
した。
　この日は、中山中学校を代表して生徒会長の大津
昂平くんと副会長の柏倉右暉くん、齊藤聖菜さんの
３名が来店。集めたペットボトルキャップ２５袋を支
店長へ手渡しました。
　これらのキャップは「やまぎんエコキャップ推進
運動」を通じて、発展途上国の子どもたちのポリオ
ワクチンに変わります。

　３月１７日、「第３２回町民バスケットボール大会」
が総合体育館で開催されました。
　今年は一般の部に７チーム、小学生男子の部、女
子の部にそれぞれ２チームが出場。部門ごとの総当
たり戦で激戦が繰り広げられました。
　結果は次のとおりです。

　町議会の西塔いく子議員（柳沢）が、町議会３月
定例会で１００回目の一般質問に立ちました。
　西塔議員は、１９８７（昭和６２）年９月の町議会議員
選挙で初当選。以来、町議会議員唯一の女性議員と
して、女性ならではの視点で子育て環境の改善や福
祉の充実等を中心に質問を行い、この度１００回の節
目を迎えました（質問の内容は１２〜１３ページをご覧
ください）。

長崎小３年渡邉くんが

様子の渡邉くんでした
が、大津町長から「将
棋と学校の勉強の両立
は大変だと思うが、落
ち着いて力を出し切っ
てきてください」と激
励され、大会に向けて
気持ちを新たにしてい
ました。

▲渡邉東英くん
学校から帰ってすぐすること
は将棋の勉強。学校の宿題を
忘れて没頭してしまうことも
しばしばで、時々お母さんに
叱られてしまうそうです。

豊田小学校 長崎小学校

中山中学校

なかやま保育園

町議会一般質問１００回を達成
西塔いく子議員

町民バスケットボール大会
第３２回

【各部優勝チーム】
　一般の部Ａクラス　　デンジャラス
　一般の部Ｂクラス　　中山クラブＡ
　小学男子の部　　　　洋ドリーム
　小学女子の部　　　　ハイブリッジＭ
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№１１８3

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
開

始
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６ 　

　

町
で
は
平
成
25
年
度
よ
り
特
定
不
妊
治

療
（
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
）
を
受
け
て

い
る
夫
婦
に
対
し
、
山
形
県
の
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
限
度
額
を
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
、

１
回
の
治
療
に
つ
き
10
万
円
を
限
度
に
助
成

し
ま
す
（
た
だ
し
、
平
成
25
年
４
月
１
日
以

降
に
受
け
た
治
療
が
対
象
）。

　
助
成
の
要
件
や
申
請
手
続
き
に
関
す
る
詳

細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
県
で
行
っ
て
い
る
特
定
不
妊
治
療
費

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
村
山
保
健
所
（
☎

６
２
７
‐
１
２
０
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

７月から町内医院の
日曜当番医が月２回になります

【現在】毎週日曜日  午前９時～正午　

【７月から】第２・第４日曜日
　　　　　　      午前９時～正午

※日曜・祝日・年末年始の急病時は、山形
市休日夜間診療所（山形市香澄町二丁
目9-39　☎635-9955）も利用できます。

未
熟
児
養
育
医
療
の
窓
口
が

市
町
村
に
な
り
ま
し
た

　
４
月
１
日
受
診
分
よ
り
未
熟
児
養
育
医
療

給
付
の
実
施
主
体
が
県
か
ら
市
町
村
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　
未
熟
児
養
育
医
療
と
は
出
生
体
重
が
二
千

グ
ラ
ム
以
下
、
も
し
く
は
身
体
の
発
育
が
未

熟
な
ま
ま
生
ま
れ
、
医
師
が
入
院
養
育
を
必

要
と
認
め
た
乳
児
に
対
し
て
、
そ
の
入
院
医

療
に
か
か
る
費
用
を
公
費
で
負
担
す
る
も
の

で
す
（
た
だ
し
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
で

の
治
療
が
対
象
と
な
り
、
世
帯
の
所
得
税
等

に
応
じ
て
、
費
用
の
一
部
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
）。

　
未
熟
児
養
育
医
療
及
び
給
付
申
請
手
続
き

に
関
す
る
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６ 　

【
イ
ブ
キ
類
を
新
植
し
な
い
で
く
だ
さ
い
】

　
り
ん
ご
・
な
し
園
付
近
に
イ
ブ
キ
類
が
植

え
て
あ
る
と
、
こ
れ
ら
が
中
間
寄
生
主
と
な

り
、
り
ん
ご
の
大
敵
で
あ
る
「
赤
星
病
」
が

発
生
し
ま
す
。
果
樹
に
大
き
な
被
害
を
与
え

る「
赤
星
病
」を
出
さ
な
い
た
め
に
、イ
ブ
キ

類
等
を
庭
木
な
ど
と
し
て
植
え
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
放
任
樹
園

地
に
つ
い
て
も
、
病
害
虫
の
発
生
源
と
な
る

た
め
、
伐
採
等
の
処
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

◆
果
樹
や
庭
木
等
の
病
害
虫
防
除
の
時
期
で

す
。
農
薬
に
よ
る
水
質
汚
染
や
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
使
用
後
の
「
残った
薬
剤
」
や
「
機
械
・

器
具
等
を
洗
浄
し
た
水
」
を
河
川
や
側
溝
等

に
流
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
中
に
所
得
の
な
か
っ

た
方
も
申
告
は
必
要
で
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
１
１
２ 　

　
平
成
24
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
方
や
非

課
税
所
得
（
障
害
者
年
金
・
遺
族
年
金
等
の

年
金
や
雇
用
保
険
等
）
の
み
だ
っ
た
方
は
、

課
税
所
得
が
な
か
っ
た
こ
と
を
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
、
町
で
は

所
得
不
明
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介

護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算

定
や
国
民
年
金
の
資
格
審
査
等
の
基
礎
資
料

に
影
響
し
ま
す
の
で
、
保
険
税
（
料
）
等
が

軽
減
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
防
霜
対
策
に
つ
い
て
】

　
４
月
・
５
月
は
天
候
の
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、

遅
霜
が
予
想
さ
れ
農
作
物
へ
の
被
害
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等

の
気
象
予
報
を
聞
き
、
霜
注
意
報
が
出
さ
れ

た
日
は
、
防
霜
対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
防
霜
対
策
と
し
て
灯
油
を
燃
料
と
し
た
燃

焼
法
を
行
う
農
家
が
あ
り
ま
す
が
、
火
災
と

間
違
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

実
施
さ
れ
る
農
家
の
方
は
火
気
の
取
り
扱
い

農
家
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
１
１
４ 　

●
雇
用
期
間　
５
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月

31
日
（
休
日
等　
土
・
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
。
た
だ
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
休

日
出
勤
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

●
勤
務
場
所　
役
場
内 

中
山
町
観
光
協
会

●
勤
務
内
容　
観
光
情
報
提
供
、
広
報
媒
体

の
企
画
作
成
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運

営
、
観
光
事
業
の
企
画
・
運
営
等
（
県
外

緊
急
雇
用
創
出
事
業
（
中
山
町

観
光
協
会
）
求
人
の
お
知
ら
せ

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
山
町
観
光
協
会☎

６
６
２
‐
２
１
１
４ 　

イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
出
張
あ
り
）

●
対
象　
失
業
状
態
に
あ
る
方
、
普
通
自
動

車
運
転
免
許
取
得
者

●
募
集
人
員　
１
名

●
選
考
方
法　
書
類
選
考
、
面
接

●
必
要
書
類　
「
履
歴
書
」「
職
務
経
歴
書
」

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紹
介
状
」
を
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
必
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
を
受
け
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

●
受
付
締
切　

４
月
24
日
（
水
）

載
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お達磨の桜公園に売店を開設します
　今年も商工会女性部がお達磨の桜の開花に合わ
せて売店を開設します。
●開設期間　４月下旬の５日間（桜の開花状況に
　　　　　　合わせての開設となります。）
◆開花状況は町ホームページでお知らせします。
◆その他のイベント
　★４月20日（土） 午後1時～達磨寺田植え踊り披露
　★４月28日（日） 午前10時～戸山流居合道抜刀術演武奉納
※お問い合わせ先
　中山町観光協会☎662-2114　中山町商工会☎662-2207

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
蜜
蜂
を
放
飼
し
て
い
ま
す
】

※
お
問
い
合
わ
せ
先　
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
北
部

営
農
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
６
２
‐
５
３
３
４
）

　

４
月
中
旬
～
５
月
中
旬
。
蜜
蜂
は
果
樹
の

受
粉
に
欠
か
せ
な
い
益
虫
で
す
。
近
所
で
注

意
し
合
い
、
蜜
蜂
の
保
護
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
放
飼
期
間
中
、
殺
虫
剤
・
除
草
剤
の
散
布

は
避
け
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

献血にご協力をお願いします
　次の日程で町内に献血バスが来ます。皆様の
ご協力をお願いいたします。はじめての方も、
ほんの少しの勇気を出して、献血に協力してみ
ませんか。
●日　時　５月２日（木）午前９時～11時30分、
                      午後１時～４時
●場　所　保健福祉センター
●持ち物　本人確認のための身分証明書
          （運転免許証、保険証、パスポートなど）
※お問い合わせ先　
　健康福祉課健康づくりＧ　☎662－2836

今  月  の  納  税  等
　 ● 軽 自 動 車 税 （ 全 期 ） 納 期 限  4 月 3 0 日 （ 火 ）　

　軽自動車税は４月１日現在の軽自動車等の所有者に課税されま
すが、次に該当する場合は、申請することにより軽自動車税が減
免されます。
① 障がいのある方が所有する車で、ご本人またはご家族がその方

の通院等のために運転する場合。
② 単身で生活する障がいのある方が所有する車で、常時介護する

方が運転する場合。
※ただし、障がいのある方１名につき車１台の減免です。また、普通

自動車税の減免を行っている方は軽自動車税の減免申請はできません。
●対象者

①身体障害者手帳所持者（視覚障害：１～３級及び４級の１、
聴覚障害：２級及び３級、平衡・音声障害：３級、上肢：１
級及び２級の１・２、下肢：１～６級、体幹：１～３級及び
５級、内部障害：１～３級、移動機能：１～６級）

②戦傷病者手帳に定める重度障害の程度又は該当する障害
③療育手帳所持者でＡの方
④精神障害者保健福祉手帳所持者で１級の方
※本人以外の方が運転する場合、対象となる級の範囲が本人運

転と異なりますのでお問い合わせください。
●申請期限　４月23日（火）受付分まで
●持ち物　申請用紙（税務Ｇに用意してあるもの）、印鑑、障害者
手帳等、運転免許証、車検証、軽自動車税納税通知書
　※本人以外が運転する場合は通院証明書・通学証明書等をあわせて

お持ち下さい。（前回の申請の際、証明書を添付して申請された方は不要です。）
※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎662 ‐ 2112 　

今  月  の  納  税  等今  月  の  納  税  等今  月  の  納  税  等今  月  の  納  税  等今  月  の  納  税  等今  月  の  納  税  等

25.4.15 22

お知らせ版

23 25.4.15



●
日
時　
５
月
19
日
（
日
）
午
前
７
時
開
始

（
雨
天
時
の
予
備
日
は
５
月
26
日
（
日
））

●
会
場　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
参
加
資
格　

分
団
（
地
区
）、
ま
た
は
町

民
有
志
で
構
成
さ
れ
た
９
名
以
上
の
チ
ー

ム
（
チ
ー
ム
構
成
の
要
件
…
29
歳
以
下
３

名
、
30
歳
代
４
名
、
40
歳
代
２
名
、
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
各
自
で
加
入
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
ま
す
。）

●
試
合
形
式　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

●
参
加
料　
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
ボ
ー
ル

代
等
）

●
申
込
方
法　

総
合
体
育
館
に
準
備
し
て

あ
る
メ
ン
バ
ー
表
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
料
を
添
え
て
５
月
６
日
（
月
）
ま
で

に
総
合
体
育
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

東北楽天ゴールデンイーグルスを応援しよう!!
●荘銀･日新スタジアムで開催されるパ・リーグ公式戦試合
　８月20日（火）　午後６時　楽天イーグルス　対　北海道日本ハム
　　　チケットは４月18日（木）より山形新聞販売店ほかで一般販売します。　　
　　※お問い合わせ先　山形新聞事業部　☎642-79５５

●山形県内で開催される東北楽天ゴールデンイーグルスイースタン・リーグ公式戦試合
試合日程 開始時刻 会　場 対戦チーム

４月１３日（土）
　　１４日（日） 午後 1 時 天童市 北海道日本ハムファイターズ

６月　1 日（土） 午後 6 時 鶴岡市 埼玉西武ライオンズ
６月　２日（日） 午後 1 時 30 分 荘銀・日新スタ 埼玉西武ライオンズ
６月１６日（日） 午後 1 時 天童市 横浜 DeNAベイスターズ
８月　６日（火）
　　　７日（水）
　　　８日（木）

午後 6 時
午後 6 時
午後 2 時

荘銀・日新スタ 千葉ロッテマリーンズ

８月２０日（火）
　　２１日（水） 午後 1 時 天童市 東京ヤクルトスワローズ

９月１６日（月） 午後 1 時 天童市 千葉ロッテマリーンズ
　　　チケットは当日券のみ球場で販売します。
　　　荘銀・日新スタと天童市開催は学生証の提示で高校生以下が無料となります。

　　　※お問い合わせ先　東北楽天ゴールデンイーグルス中山町支援本部　☎662-223５

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事

業
に
つ
い
て

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
建
設
整
備
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
１
１
６ 　

　
平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、

今
年
度
も
申
請
を
受
付
け
ま
す
。

●
申
請
受
付
期
間　

４
月
22
日
（
月
）
～
５

月
17
日
（
金
）

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業
の
概
要

補
助
の
内
容

支援対象
部
分
補
強
、
省
エ
ネ
化
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
克
雪
化
、
県
産
木
材
使
用

の
い
ず
れ
か
を
含
む
工
事

支援内容

一　
　
般

耐
震
改
修

リ
フ
ォ
ー
ム
等
工

事
の
10
％
（
上
限

20
万
円
）
か
つ
工

事
費
10
万
円
を
超

え
た
部
分
に
つ
い

て
更
に
５
％
加
算

（
上
限
10
万
円
）

※
最
高
で
30
万
円
補
助

耐
震
改
修
に
要
す

る
費
用
の
２
分
の

１
ま
た
は
１
２
０

万
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額
。

※
最
高
で
１
２
０

万
円
補
助

その他の条件
・
町
税
の
滞
納
が

な
い
事

・
工
事
施
工
者
が

県
内
業
者
で
あ

る
こ
と
。

・
申
請
は
住
宅
1

軒
に
つ
き
１
回

限
り
で
あ
る
こ

と

上
記
の
条
件
に
加

え
、
・
耐
震
診
断
を
実

施
し
、
評
点
が

０
・
７
未
満
で

あ
る
事

・
耐
震
診
断
士
が

耐
震
改
修
計
画

を
作
成
し
て
お

り
、評
点
が
０・

７
以
上
で
あ
る

事

●
受
付
予
定
件
数　
▼
一
般
…
概
ね
24
件　

　
▼
耐
震
改
修
…
概
ね
２
件　

◆
受
付
期
間
中
で
予
算
を
上
回
る
申
請
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
耐
震
改
修
に
一
般
を
加
算
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

※
詳
細
、
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
２
８
９ 　

子育て支援センター

『お話と遊びの会』ボランティア募集
　
　「お話と遊びの会」（毎週火曜日午前11時～11時
30分）で、読み聞かせや、楽しい遊び（お手玉、
けん玉など昔遊びの披露、ふれあい遊びの紹介な
ど）をしてくださるボランティアを募集します。
●申込み締切り　５月７日（火）
◆年間６回程度
※お申込み・お問合せ先　
　　子育て支援センター　☎662－2５10

中高生ボランティアサークル

　『ＡＬＯＴＥ』に加入しませんか
　ALOTE（アロテ）は「思いやりの心」を忘れ
ずに「できるときに、できることを」をこころが
け、町内で楽しく活動しています。
●対　象　町内在住の中高生
●入会金　無料
●活　動　町の行事や公民館事業へのボランティ
　　　　　アスタッフとしての参加
※お申込み・お問い合わせ先
　　中央公民館　☎662-223５

ひまわりグラウンドゴルフ場 予約状況
【4月1５日～5月14日(4/1現在)】

期　日 使 用 コース 時　間　帯
４／23（火) Ｄ・Ｅコース ８：30～16：00
５／３（金) Ａ・Ｂコース ８：20～17：00
５／７（火) Ｃコース 14：00～15：30
５／14（火) Ｄコース 14：00～15：30

●上記のコースが大会などで独占して使用され
ますので、一般の方の使用ができません。

●独占使用の申請受付けは、使用日の１ヶ月前
で終了します。

　※ご予約・お問い合わせ先　
　　　総合体育館　☎662－2300

 消費生活の窓口から

　訪問販売による宅地内排水管の
　点検業者に注意してください!!
　近所の家の工事をしたついでに「無料で排水管
の点検」と訪問し、排水枡のふたを開けて見た後
に「今だとサービス期間で安くする」といい、有
料の排水管や枡の清掃を勧める業者がいます。
　業者は排水枡交換が必要と言い工事契約を勧め
るほか、依頼をしていないにもかかわらず床下点
検をして、床下工事を勧める場合もあります。
　不必要な清掃を頼んで高額な代金の支払いを求
められたり、次々に工事契約を勧められないよう
注意しましょう。
★町が業者に依頼して、宅地内の排水管などを点

検・清掃させることはありません。
★宅地内の排水設備は、各自の責任で管理してく

ださい。
★排水管を定期的に清掃することは管理上好まし

いことではありますが、排水管が汚れているから
すぐに清掃しなければならないとは限りません。

◆排水管や排水枡などの排水設備工事は指定業者が
行う事になっています。（お問い合わせ先：建設
課下水道管財Ｇ☎662-2115）

◆業者に勧められてもその場ですぐ契約せず、清掃
を依頼する場合は他の業者と比べてから契約する
など十分注意しましょう。

◆訪問販売での排水管清掃契約を結んでしまった場
合、契約日を含め8日以内に書面で通知すれば無
条件解約（クーリング・オフ）することができます。

※お問い合わせ先　
消費生活の窓口　☎662-2５93

『つまみ細工教室』参加者募集

●日　時　４月12日（金）、26日（金）　
　　　　　　午前10時～12時
●会　場　中央公民館会議室
●対象者　町民どなたでも（定員約15名、3名以

下の場合は中止することがあります。）
●参加費　１，000円
　　　　　　（別途材料費500～1,000円必要）
●申込み　クラブ事務所に参加費を添えてお申

込みください。途中参加も受付けます。随時
クラブ事務所へご連絡下さい。

※お問い合わせ先　中山総合スポーツクラブ　
　　　　　　　　　　　　　☎080-604５-6620

  自転車に乗る前には点検をし、
　　　 　　安全に走行しましょう

～自転車安全利用５則～
１．自転車は車道が原則
　　　（13歳未満と70歳以上は歩道通行可）
２．車道は左側を通行
３．歩道は歩行者優先で車道寄りを走行
４．安全ルールを守る
５．子どもはヘルメット着用

幼児2人同乗自転車に乗るときは・・・
●十分な強度やブレーキ性能がある
●駐輪時に転倒しにくい
●発進や停止時に運転しやすく安定している
･･･など
※しっかり整備された自転車に乗り、転倒し

ないようにしましょう。また、乗せるとき
には後部座席→前部座席、降ろすときには
前部座席→後部座席の順番を守りましょう。
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事 業 名 日 時 場 所 対　 象　 者　 等

※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課 健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

母 子 手 帳 交 付

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います
●持ち物　印かん

４／２３（火）
１０：３０～１１：３０

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行ない
ます。定 期 健 康 相 談

　肺炎球菌による肺炎などの感染症予防のために有効な肺炎球菌ワクチン予防接種の費用を一部助成し
ます。
　接種前に町に申請が必要です。希望される方は予防接種相談会（毎月第２、第４火曜日10：30～
11：30）にお越しください。●持ち物　印鑑　　詳しくは４月１日号お知らせ版をご覧ください。

４／２４（水）
集合時間

３ヶ月児　１３：２０
１１ヶ月児　１３：００

保健福祉
センター
検診ホール

平成２４年５月・２５年１月生まれの子どもと前回未
受診の子ども
●持ち物　母子手帳・バスタオル・問診票・交換

用おむつ（１１ヶ月児は歯ブラシも）

４／２３（火）
９：００～１０：００

予防接種相談会 ４／２３（火）
１０：３０～１１：３０ 予防接種についての相談を行います

　 平成２５年度高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費用助成について　 7５歳以上の方

【
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
の
た

め
の
相
談
会
】

①
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
２

４

−

１
２
１
７　
山
形
市
小
白
川
町
２

－

３

－

30
）　
②
５
月
７
日
（
火
）、
６
月
11

日
（
火
）（
月
１
回
開
催
）
午
前
10
時
1５

分
～
午
後
２
時
30
分　
④
精
神
科
医
師
に

よ
る
相
談　
⑥
無
料　
⑦
事
前
に
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
・
消
防
設
備
士
試
験

の
お
知
ら
せ
】

①
㈶
消
防
試
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究
セ
ン
タ
ー
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形
県

支
部
（
☎
６
３
１

−

０
７
６
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形

市
あ
こ
や
町
３

－
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－

40
田
代
ビ
ル
２

階　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.

or.jp

）
⑦
願
書
設
置
場
所　

県
庁
危
機

管
理
課
、
各
総
合
支
庁
、
役
場
総
務
企
画

課
、
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県

支
部　
⑧
そ
の
他
、
詳
細
な
試
験
日
程
、

願
書
受
付
期
間
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
、
右
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
●
●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

　
①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き　

　
③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員　

　
⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

東日本大震災義援金の受付期間を延長しています
　東日本大震災の復旧、復興はまだ途上にあるため、中央共同募金会と各都道府県共同募金会共催の

「全国災害たすけあい」を平成26年３月31日まで１年間延長します。多くの町民の皆様方のご協力をお
願いします。
　●義援金受入口座

銀　　行　　名 支　店　名 口座番号 名　　義　　等
りそな銀行 東京公務部 （295） 普通預金 0036576

社会福祉法人
中央共同募金会

三菱東京ＵＦＪ銀行 本店（001） 普通預金 0031265
三井住友銀行 東京公務部（096） 普通預金 0155400
ゆうちょ銀行 郵便振替口座 00170-6-518

三井住友信託銀行 芝営業部（110） 普通預金 1457460 
農林中央金庫 本店（958） 普通預金 7250380

※全国銀行協会加盟銀行の取扱手数料はかかりません（窓口扱いに限る）
※ゆうちょ銀行支店間の振込手数料はかかりません
※農林中央金庫に対するお振り込みについては、全国のＪＡバンク（ＪＡ・信連・農林中央金庫）

の本支店窓口から農林中央金庫本店への振込手数料は無料です。

●現金書留による送金　　〒100-0013東京都千代田区霞が関３丁目３番２号　新霞が関ビル５階　　
社会福祉法人中央共同募金会　※封筒に「救助用」と明記してください

●義援金の配分　関係機関で構成される義援金配分委員会で決定し、被災者に配分します。
●領収書の発行　振込金受領書等をもって税制上の優遇措置（所得税、法人税、個人税）の適用対象

となります。
　※お問合わせ先　山形県共同募金会中山町分会　☎662－4361

ＪＲの切符や定期券は羽前長崎駅でお求めください
　　

　乗車券類の売り上げの一部は、手数料として町に還元さ
れ、駅業務の委託費や光熱費、駐輪場などの管理費の一部に
充てられますので、ご理解とご協力をお願いいたします。また、
次の割引切符についても発売しております。

〇学校学生生徒旅客運賃割引（学割）
〇身体障害者割引
〇ＪＲ東日本ジパング倶楽部割引
※種類により利用制限のある場合がございますので、詳し

くはお問い合わせください。
　※お問い合わせ先　羽前長崎駅　☎662-2221

し尿汲み取り料金の改定
●現　行　
　180Ｌ　2,350円（消費税込み）
●改定後
　180Ｌ
　　　　 2，600円（消費税込み）
●改定月日
　　　平成25年５月１日～
※お問い合わせ先
　　　有限会社最上衛生
　　　　　　☎662-2168

　『２４時間健康・
　　　医療相談サービス』が
５月１日からスタートします

フリーダイヤルなどの詳細については、5月1
日号に折込み予定のチラシでお知らせします。

※お問い合わせ先
山形市消防本部通信指令課　☎634-1198

中山ひまわり荘　臨時職員募集
●募集職種　パート職員
●雇用人員　若干名
●雇用期間　５月１日から平成26年３月31日ま

で（年度毎更新有り）
●業務内容　①入浴介助等パート職員　入所者

の入浴介助、入浴準備その他介護業務等　勤
務時間：午前９時～午後１時 ※週５日勤務
　②入浴介助等パート職員　入所者の入浴介
助、入浴準備その他介護業務等　勤務時間：
午前９時30分～午後４時30分 ※原則週４日勤
務（月・火・木・金）　③食事介助等パート職
員　入所者の食事介助、食事準備その他介護
業務等　勤務時間：午前７時～9時、午後５時
～７時　※原則週５日勤務　

●賃金等　社会福祉法人中山福祉会臨時職員取
扱要綱による。

●応募要件　上記①は自動車運転免許（普通車以
上）所持者 ※介護職の資格の有無は問いません

●受付期間　４月15日から
●応募手続　市販の履歴書に必要事項を記入の

うえ郵送してください。（写真添付）
●選考方法　１次試験（書類審査）、１次試験合

格後に２次試験（面接試験）　
※応募手続・お問い合わせ先
　〒990-0406　中山町大字柳沢2333
　　中山ひまわり荘　　☎662－6633

乳 児 健 診

？

民間のコールセンター
医師・看護師などの専
門スタッフが年中無休
２４時間対応
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齢

を
告
げ
て
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
す
ぐ
に
医
療
機
関
に
か

か
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

医
療
機
関
を
案
内
す
る
な

ど
、

状
況
に
応
じ
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、

通
話
料
や
相
談
料

は
無
料
で
す
。

　
体
調
を
く
ず
し
た
場
合
、

家
庭
で
ど
の
よ
う
に
対
処
す

れ
ば
よ
い
か
、

な
ど
の
健
康

や
医
療
に
関
す
る
質
問
を
、

な
ん
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相 談 者
（住民）
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